
(57)【要約】

【課題】

　ロボットによる診断や治療に好適であり、かつプロー

ブ等の操作がロボットにより行われることによる視覚的

な患者不安を除去ないし低減できる医療用ベッドを提供

する。

【解決手段】

　ベッド床面２１の、患者が臥したときに胴体部が位置

する領域の一部に、ベッド床下２２に連通する診断また

は治療用の孔が形成され、ベッド床下２２に診断用ロボ

ット２が収容されている。診断用ロボットは、患者の臓

器を超音波診断する超音波プローブとできる。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ベ ッ ド 床 面 の 、 患 者 が 臥 し た と き に 胴 体 部 が 位 置 す る 領 域 の 一 部 に 、 ベ ッ ド 床 下 に 連 通
す る 診 断 ま た は 治 療 用 の 孔 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 ベ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ベ ッ ド 床 下 に 、 治 療 用 ロ ボ ッ ト ま た は 診 断 用 ロ ボ ッ ト が 収 容 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 ベ ッ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 診 断 用 ロ ボ ッ ト は 、 患 者 の 臓 器 を 超 音 波 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 操 作 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 用 ベ ッ ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 超 音 波 診 断 用 の プ ロ ー ブ と 、 プ ロ ー ブ 保 持 装 置 と 、 ア ー ム 装 置 と 、 ア ー ム 装 置 移 動 機 構
と を 有 す る 診 断 用 ロ ボ ッ ト を 前 記 ベ ッ ド 床 下 に 収 容 し た 請 求 項 ３ に 記 載 の 医 療 用 ベ ッ ド で
あ っ て 、
　 前 記 ア ー ム 装 置 移 動 機 構 は 、 ベ ッ ド 床 下 の 両 サ イ ド に 設 け ら れ た ベ ッ ド の 長 さ 方 向 に 平
行 な ２ つ の ガ イ ド を 有 し 、 前 記 ア ー ム 装 置 を 前 記 ガ イ ド に 沿 っ て 移 動 す る 機 構 を 有 し 、
　 前 記 ア ー ム 装 置 は 、 前 記 ２ つ の ガ イ ド に 取 り 付 け ら れ た ２ つ の ア ー ム を 有 し 、 前 記 ベ ッ
ド 床 下 内 で 、 前 記 ２ つ の ア ー ム の 先 端 に 支 持 さ れ た 装 置 を 垂 直 方 向 お よ び ベ ッ ド 幅 方 向 に
移 動 す る 機 構 を 有 し 、
　 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 装 置 は 、 前 記 孔 の 下 部 に お い て 前 記 ２ つ の ア ー ム の 先 端 に 支 持 さ れ て
プ ロ ー ブ を 保 持 す る と と も に 、 当 該 プ ロ ー ブ の 方 位 を 変 更 で き る 機 構 を 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 ベ ッ ド 。
【 請 求 項 ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 孔 を 撮 影 す る ビ デ オ カ メ ラ を 前 記 ベ ッ ド 床 下 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ に 記 載 の 医 療 用 ベ ッ ド 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ か ら ５ の 何 れ か に 記 載 の 医 療 用 ベ ッ ド を 使 用 し た 診 断 ／ 治 療 シ ス テ ム で あ っ て
、
　 前 記 治 療 用 ロ ボ ッ ト ま た は 前 記 診 断 用 ロ ボ ッ ト を 遠 隔 制 御 す る 外 部 装 置 に お け る 前 記 超
音 波 プ ロ ー ブ の 制 御 が 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 と 天 地 逆 転 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と
す る 診 断 ／ 治 療 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 患 者 に 横 臥 等 の 無 理 な 体 位 を 強 い る こ と な く 伏 臥 体 位 で の 内 臓 の 診 断 や 治 療
が 可 能 な 医 療 用 ベ ッ ド お よ び 診 断 ／ 治 療 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に ロ ボ ッ ト に よ る 診 断 や 治 療
に 好 適 で あ り 、 か つ プ ロ ー ブ 等 の 操 作 が ロ ボ ッ ト に よ り 行 わ れ る こ と に よ る 視 覚 的 な 患 者
不 安 を 除 去 な い し 低 減 で き る 医 療 用 ベ ッ ド お よ び 診 断 ／ 治 療 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 内 臓 の 超 音 波 診 断 に お い て は 、 明 瞭 な 撮 影 画 像 を 得 る た め に 、 患 者 に 横 臥 や 半
立 位 （ い わ ゆ る 四 つ 這 い ） の 体 位 を と ら せ る 。 こ う す る こ と で 、 内 臓 は 自 重 に よ り 垂 下 し
超 音 波 プ ロ ー ブ は 内 臓 に よ り 近 づ く の で 、 医 師 等 は 、 通 常 、 明 瞭 な 超 音 波 画 像 を 得 る こ と
が で き 、 ま た プ ロ ー ブ 操 作 が 容 易 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ ０ ５ － ２ ６ ７ ７ １ ８
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 特 に 体 を 自 由 に 動 か す こ と が で き な い 患 者 に と っ て は 、 横 臥 や 半 立 位 の 体 位 を
と る こ と に 苦 痛 を 強 い ら れ る こ と に な る 。 ま た 、 横 臥 や 半 立 位 の 体 位 で プ ロ ー ブ 操 作 を 腹
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部 に つ い て 行 う 場 合 に 、 患 者 の 体 型 に よ っ て は 、 明 瞭 な 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が で き な い
し 、 ま た プ ロ ー ブ 操 作 も 容 易 で は な く な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 、 治 療 や 診 断 を 行 う ロ ボ ッ ト が 開 発 さ れ る よ う に な っ て い る （ 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。 こ の 種 の ロ ボ ッ ト に よ り 患 者 の 内 臓 の 診 断 や 治 療 を 行 う 場 合 、 患 者 に は 大 き な
視 覚 的 な 不 安 、 す な わ ち プ ロ ー ブ 等 の 操 作 が 人 間 に よ り 行 わ れ な い こ と の 視 覚 的 な 不 安 が
生 じ る こ と は 否 め な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 患 者 に 横 臥 等 の 無 理 な 体 位 を 強 い る こ と な く か つ 伏 臥 体 位 で の 内 臓 の
診 断 や 治 療 が で き る 医 療 用 ベ ッ ド を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 特 に 治 療 用 ロ ボ ッ ト や 診 断 用 ロ ボ ッ ト に よ る 内 臓 の 診 断 や 治 療 に
好 適 で あ り 、 か つ プ ロ ー ブ 等 の 操 作 が ロ ボ ッ ト に よ り 行 わ れ る こ と の 視 覚 的 な 患 者 不 安 を
除 去 な い し 低 減 で き る 医 療 用 ベ ッ ド お よ び 診 断 ／ 治 療 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 ベ ッ ド は 、 ベ ッ ド 床 面 の 、 患 者 （ 必 ず し も 疾 病 を 持 つ 者 と は 限 ら な い ）
が 臥 し た と き に 胴 体 部 が 位 置 す る 領 域 の 一 部 に 、 ベ ッ ド 床 下 に 連 通 す る 診 断 ま た は 治 療 用
の 孔 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 ベ ッ ド で は 、 前 記 ベ ッ ド 床 下 に 、 治 療 用 ロ ボ ッ ト ま た は 診 断 用 ロ ボ ッ ト
を 収 容 す る こ と が で き る 。
　 こ の 場 合 、 前 記 診 断 用 ロ ボ ッ ト は 、 患 者 の 臓 器 を 超 音 波 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 操 作
す る よ う に 構 成 で き る 。 ま た 、 前 記 診 断 用 ロ ボ ッ ト は 、 患 者 の 臓 器 等 に 放 射 線 を 照 射 す る
た め の 放 射 線 照 射 ガ ン を 操 作 す る よ う に 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 ベ ッ ド は 、 超 音 波 診 断 用 の プ ロ ー ブ と 、 プ ロ ー ブ 保 持 装 置 と 、 ア ー ム 装
置 と 、 ア ー ム 装 置 移 動 機 構 と を 有 す る 診 断 用 ロ ボ ッ ト を 前 記 ベ ッ ド 床 下 に 収 容 し た も の で
あ っ て 、
　 前 記 ア ー ム 装 置 移 動 機 構 は 、 ベ ッ ド 床 下 の 両 サ イ ド に 設 け ら れ た ベ ッ ド の 長 さ 方 向 に 平
行 な ２ つ の ガ イ ド を 有 し 、 前 記 ア ー ム 装 置 を 前 記 ガ イ ド に 沿 っ て 移 動 す る 機 構 を 有 し 、
　 前 記 ア ー ム 装 置 は 、 前 記 ２ つ の ガ イ ド に 取 り 付 け ら れ た ２ つ の ア ー ム を 有 し 、 前 記 ベ ッ
ド 床 下 内 で 、 前 記 ２ つ の ア ー ム の 先 端 に 支 持 さ れ た 装 置 を 垂 直 方 向 お よ び ベ ッ ド 幅 方 向 に
移 動 す る 機 構 を 有 し 、
　 前 記 プ ロ ー ブ 保 持 装 置 は 、 前 記 孔 の 下 部 に お い て 前 記 ２ つ の ア ー ム の 先 端 に 支 持 さ れ て
プ ロ ー ブ を 保 持 す る と と も に 、 当 該 プ ロ ー ブ の 方 位 を 変 更 で き る 機 構 を 有 す る 、
よ う に 構 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 ベ ッ ド は 、 さ ら に 、 前 記 孔 を 撮 影 す る ビ デ オ カ メ ラ を 前 記 ベ ッ ド 床 下 に
備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 の 診 断 ／ 治 療 シ ス テ ム は 、 上 記 の ロ ボ ッ ト が ベ ッ ド 床 下 に 収 容 さ れ た 医 療 用 ベ ッ
ド を 使 用 し た も の で あ っ て 、
　 前 記 治 療 用 ロ ボ ッ ト ま た は 前 記 診 断 用 ロ ボ ッ ト を 遠 隔 制 御 す る 外 部 装 置 に お け る 前 記 超
音 波 プ ロ ー ブ の 制 御 が 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 と 天 地 逆 転 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 ベ ッ ド に よ れ ば 、 患 者 に 横 臥 等 の 無 理 な 体 位 を 強 い る こ と な く か つ 伏 臥
体 位 で 、 内 臓 の 診 断 や 治 療 が で き る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 体 を 自 由 に 動 か す こ と が で
き な い 患 者 に と っ て は 、 苦 痛 を 強 い ら れ る こ と な く 診 断 や 治 療 を 受 け る こ と が で き る し 、
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医 師 等 は 、 患 者 の 体 型 に 関 わ ら ず 、 内 臓 に つ い て の 明 瞭 な 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が で き 、
プ ロ ー ブ 等 の 操 作 も 容 易 と な る 。
　 ま た 、 ベ ッ ド 床 下 に 診 断 用 ロ ボ ッ ト ま た は 治 療 用 ロ ボ ッ ト が 収 容 さ れ た 本 発 明 の 医 療 用
ベ ッ ド お よ び 診 断 ／ 治 療 シ ス テ ム で は 、 患 者 は ロ ボ ッ ト の 動 き を 見 る こ と は な い の で 、 プ
ロ ー ブ 等 の 操 作 が ロ ボ ッ ト に よ り 行 わ れ る こ と の 視 覚 的 な 患 者 不 安 を 除 去 な い し 低 減 で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 医 療 用 ベ ッ ド の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 、 （ Ｂ ）
は 横 側 面 図 、 （ Ｃ ） は ベ ッ ド の 前 側 面 図 で あ る 。
　 図 １ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） ， （ Ｃ ） に お け る 医 療 用 ベ ッ ド １ は 、 ベ ッ ド 床 面 １ １ の 、 患 者 Ｋ （
必 ず し も 疾 病 を 持 つ 者 と は 限 ら な い ） が 臥 し た と き に 胴 体 部 Bが 位 置 す る 領 域 の 一 部 に 、
ベ ッ ド 床 下 １ ２ に 連 通 す る 診 断 ま た は 治 療 用 の 孔 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 孔 １ ３ に は
、 孔 を 覆 う よ う に ゴ ム 等 の 膜 を 張 着 す る こ と こ と が で き る 。 ま た 、 医 療 用 ベ ッ ド １ に 油 圧
シ リ ン ダ 等 に よ る ベ ッ ド 高 さ 調 節 機 構 １ ４ を 設 け ベ ッ ド 床 面 １ １ を 適 宜 高 さ に 調 節 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 患 者 Ｋ は 、 ベ ッ ド 床 面 １ １ に 、 伏 臥 体 位 で 、 腹 部 ， 胸 部 等 の 治 療 ・ 診 断 部 位 が 孔 １ ３ に
位 置 す る よ う に 臥 す る 。 こ れ に よ り 、 特 に 診 断 対 象 が 胃 、 肝 臓 、 胆 嚢 、 腸 等 の 臓 器 で あ る
場 合 に は 、 こ れ ら の 臓 器 は 、 重 力 に よ り 胴 体 部 の 下 方 に 垂 下 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 医 師 等 は 、 ベ ッ ド 床 下 １ ２ 側 か ら 孔 １ ３ に 位 置 し て い る 診 断 部 位 に 手 を 当 て て 触 診 を す
る こ と が で き る し 、 超 音 波 診 断 用 の プ ロ ー ブ を 当 て て 超 音 波 診 断 の た め の 操 作 を す る こ と
が で き る 。 ベ ッ ド 床 下 １ ２ に 、 ビ デ オ カ メ ラ を 設 け 、 医 師 等 は 、 当 該 ビ デ オ カ メ ラ に よ り
撮 影 し た 映 像 を デ ィ ス プ レ イ に 表 示 し な が ら 、 上 記 の 触 診 や プ ロ ー ブ の 操 作 を す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 医 療 用 ベ ッ ド １ を 用 い て 、 腎 臓 の 診 断 を 行 う 場 合 に は 、 患 者 を ベ ッ ド １ に 、 仰 臥
体 位 で 寝 か せ て 、 腎 臓 等 の 診 断 を 行 う こ と も で き る 。
　 図 ２ は 本 発 明 の 医 療 用 ベ ッ ド の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 、 （ Ｂ ）
は 横 側 面 図 、 （ Ｃ ） は ベ ッ ド の 前 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ の 医 療 用 ベ ッ ド ２ で も 、 図 １ の 医 療 用 ベ ッ ド １ と 同 様 に 、 ベ ッ ド 床 面 ２ １ の 、 患 者
が 臥 し た と き に 胴 体 部 が 位 置 す る 領 域 の 一 部 に 、 ベ ッ ド 床 下 ２ ２ に 連 通 す る 診 断 ま た は 治
療 用 の 孔 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 医 療 用 ベ ッ ド ２ の 、 ベ ッ ド 床 面 ２ １ よ り 下 の 側 周 は 、 図
示 し な い が 遮 蔽 板 に よ り 囲 う こ と が で き る 。
　 医 療 用 ベ ッ ド ２ で は 、 ベ ッ ド 床 下 ２ ２ に 、 超 音 波 診 断 用 の プ ロ ー ブ ５ １ と 、 プ ロ ー ブ 保
持 装 置 ５ ２ と 、 ア ー ム 装 置 ５ ３ と 、 ア ー ム 装 置 移 動 機 構 ５ ４ と 、 ビ デ オ カ メ ラ ５ ５ と を 有
す る 診 断 用 ロ ボ ッ ト ５ が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 診 断 用 ロ ボ ッ ト ５ は 、 患 者 の 臓 器 を 超 音 波 診 断 す る 超 音 波 診 断 用 の プ ロ ー ブ （ 後 述
す る 符 号 ５ １ 参 照 ） を 操 作 す る こ と が で き る 。
　 ア ー ム 装 置 移 動 機 構 ５ ４ は 、 ベ ッ ド 床 下 ２ ２ の 両 サ イ ド に 設 け ら れ た ベ ッ ド の 長 さ 方 向
に 平 行 な ２ つ の ガ イ ド ５ ４ １ ． ５ ４ １ を 有 し 、 ア ー ム 装 置 ５ ３ を ガ イ ド ５ ４ １ ． ５ ４ １ に
沿 っ て 移 動 す る 機 構 を 有 し て い る 。 こ の 移 動 は 、 後 述 す る 駆 動 装 置 ５ ０ １ に よ り 行 わ れ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア ー ム 装 置 ５ ３ は 、 ２ つ の ガ イ ド ５ ４ １ ． ５ ４ １ に 取 り 付 け ら れ た ２ つ の ア ー ム ５ ３ １
， ５ ３ ２ を 有 し て い る 。 ア ー ム ５ ３ １ ， ５ ３ ２ の 先 端 に は プ ロ ー ブ 保 持 装 置 ５ ２ が 支 持 さ
れ て お り 、 ア ー ム 装 置 ５ ３ は 、 ベ ッ ド 床 下 ２ ２ 内 で 、 ア ー ム ５ ３ １ ， ５ ３ ２ に よ り プ ロ ー
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ブ 保 持 装 置 ５ ２ を 垂 直 方 向 お よ び ベ ッ ド 幅 方 向 に 移 動 す る 機 構 を 有 し て い る 。 こ の 移 動 は
後 述 す る 駆 動 装 置 ５ ０ ２ に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ で は ア ー ム ５ ３ １ ， ５ ３ ２ は 、 パ ン タ グ ラ フ 機 構 を な し て お り 、 ア ー ム ５ ３ １ は 、
ガ イ ド ５ ４ １ に 摺 動 で き る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 プ ロ ー ブ 保 持 装 置 ５ ２ は 、 孔 ２ ３ の 下 部 に お い て ア ー ム ５ ３ １ ， ５ ３ ２ の 先 端 に 支 持 さ
れ て プ ロ ー ブ ５ １ を 保 持 す る と と も に 、 プ ロ ー ブ ５ １ の 方 位 を 変 更 で き る 機 構 を 有 し て い
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 プ ロ ー ブ 保 持 装 置 ５ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う な ジ ン バ ル 機 構 を 備 え て
お り 、 大 リ ン グ Ｌ R、 中 リ ン グ Ｍ R、 小 リ ン グ Ｓ Rか ら な る 。 ジ ン バ ル 機 構 は 、 プ ロ ー ブ ５
１ を 適 宜 の 方 向 に 向 け る た め の 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 大 リ ン グ Ｌ Rは 、 ア ー ム （ ５ ３ １ ， ５ ３ ２ ） の 二 組 に よ り ｘ ｙ 平 面 で 回 転 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 中 リ ン グ Ｍ Rは 大 リ ン グ Ｌ Rの 内 側 に 位 置 し て ｙ 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と が で
き 、 小 リ ン グ Ｓ Rは 中 リ ン グ Ｍ Rの 内 側 に 位 置 し て ｙ 軸 と 直 交 す る 軸 （ ｘ 軸 ） を 中 心 に 軸 回
転 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 で は 、 中 リ ン グ Ｍ Rの 大 リ ン グ Ｌ Rに 対 す る 回 転 、 お よ び
小 リ ン グ Ｓ Rの 中 リ ン グ Ｍ Rに 対 す る 回 転 は 、 後 述 す る 駆 動 装 置 ５ ０ ３ に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 中 リ ン グ Ｍ Ｒ は 、 大 リ ン グ Ｌ Ｒ に 対 し て ｙ 軸 回 転 す る こ と が で き 、 小 リ ン グ Ｓ Ｒ は 、 中
リ ン グ Ｍ Ｒ は 、 ｘ 軸 回 転 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 プ ロ ー ブ ５ １ は 適 宜 の 上 向 き 方
向 に プ ロ ー ブ 先 端 を 向 け る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 プ ロ ー ブ ５ １ に は 、
先 端 を 、 モ ー タ に よ り 軸 回 転 さ せ る 機 構 を 備 え る こ と が で き る 。 プ ロ ー ブ ５ １ に は モ ー タ
等 の 後 述 す る 駆 動 装 置 ５ ０ ４ が 内 蔵 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ビ デ オ カ メ ラ ５ ５ は 孔 ２ ３ の 全 体 を 撮 影 す る 。 ビ デ オ カ メ ラ ５ ５ の 撮 影 画 像 は 、 デ ィ ス
プ レ イ に 送 ら れ 、 プ ロ ー ブ ５ １ の 次 に 述 べ る 遠 隔 操 作 を 補 助 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 診 断 ／ 治 療 シ ス テ ム は 、 診 断 用 ロ ボ ッ ト ５ を ス レ ー ブ 機 と し 、 こ の ス レ ー ブ 機
を 次 に 述 べ る マ ス タ ー 機 （ 本 発 明 に お け る 外 部 装 置 ） に よ り を 制 御 す る よ う に 構 成 で き る
。 な お 、 本 発 明 の 診 断 ／ 治 療 シ ス テ ム は 、 診 断 用 ロ ボ ッ ト ５ が マ ス タ ー 機 に よ り 制 御 さ れ
る 態 様 に 限 定 さ れ な い 。 た と え ば 、 本 発 明 は 、 診 断 用 ロ ボ ッ ト ５ が 制 御 用 ス テ ッ ク に よ り
、 デ ィ ス プ レ イ に 表 示 さ れ た 患 部 を 目 視 し つ つ 制 御 さ れ る よ う な 態 様 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 、 診 断 用 ロ ボ ッ ト ５ と マ ス タ ー 機 ６ と の 関 係 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ４ に お
い て 、 診 断 用 ロ ボ ッ ト ５ は 、 ア ー ム 装 置 ５ ３ を ガ イ ド ５ ４ １ ， ５ ４ １ に 沿 っ て ｙ 方 向 （ ベ
ッ ド の 長 さ 方 向 ） に 移 動 さ せ る モ ー タ 等 の 駆 動 装 置 ５ ０ １ と 、 ア ー ム 装 置 ５ ３ の 先 端 に 設
け ら れ た プ ロ ー ブ 保 持 装 置 ５ ２ を ｘ 方 向 （ ベ ッ ド の 幅 方 向 ） お よ び ｚ 方 向 （ 上 下 方 向 ） に
移 動 さ せ る 油 圧 装 置 等 の 駆 動 装 置 ５ ０ ２ と 、 ジ ン バ ル 機 構 を 駆 動 す る （ す な わ ち 中 リ ン グ
Ｍ Ｒ 、 小 リ ン グ Ｓ Rを 制 御 す る ） モ ー タ 等 の 駆 動 装 置 ５ ０ ３ と 、 プ ロ ー ブ ６ １ を 軸 回 転 さ
せ る 駆 動 装 置 ５ ０ ４ と 、 マ ス タ ー 機 ６ の 制 御 装 置 ６ ０ １ か ら の 動 き 情 報 を 取 得 し て 駆 動 装
置 ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， ５ ０ ３ ， ５ ０ ４ を 制 御 す る 制 御 装 置 ５ ０ ５ ， ５ ０ ６ ， ５ ０ ７ ， ５ ０ ８
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 、 マ ス タ ー 機 ６ の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 マ ス タ ー 機 ６ は 、 マ
ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ （ 超 音 波 診 断 の た め の 機 能 は 備 え て い な い ） と 、 空 間 位 置 決 定 用 ワ イ
ヤ ６ ２ 1， ６ ２ ２ と 、 三 角 柱 の フ レ ー ム ６ ３ と 、 プ ー リ ６ ４ と 、 ア ク チ ュ エ ー タ ６ ５ と 、
を 有 し て い る 。
　 な お 、 図 ５ に お い て 、 空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ ６ ２ １ ， ６ ２ ２ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ６ ５ か
ら プ ー リ ６ ４ を 通 っ て 、 マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ に 接 続 さ れ て い る が 、 ア ク チ ュ エ ー タ ６ ５
か ら プ ー リ ６ ４ ま で の 部 分 を 符 号 ６ ２ ２ （ 破 線 ） で 示 し 、 プ ー リ ６ ４ か ら マ ス タ ー プ ロ ー
ブ ６ １ ま で の 部 分 を 符 号 ６ ２ １ （ 実 線 ） で 示 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ は 、 軸 部 と 軸 受 け 部 か ら な り 、 マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ に は 、 そ の
上 端 と 下 端 と に ３ 本 ず つ の 空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ ６ ２ １ ， ６ ２ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 マ ス
タ ー プ ロ ー ブ ６ １ は 、 略 三 角 柱 の フ レ ー ム ６ ３ に よ り 空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ ６ ２ １ ， ６ ２
２ で 宙 吊 り さ れ て い る 。 空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ ６ ２ １ ， ６ ２ ２ は 、 マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １
か ら プ ー リ ６ ４ を 介 し て 、 ア ク チ ュ エ ー タ ６ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 マ ス タ ー
プ ロ ー ブ ６ １ を あ る 方 向 に 移 動 す る と 、 当 該 マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ は そ の 位 置 で 停 止 で き
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ の 上 端 お よ び 下 端 に は 、 一 方 の 端 部 に ３ 本 ず つ 計 ６ 本 の 独 立 し た
空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ ６ ２ １ ， ６ ２ ２ が 接 続 さ れ 、 マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ に 設 け ら れ た ピ
ン に 接 続 さ れ て お り 、 摺 動 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ に お い て 、 空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ ６ ２ １ ， ６ ２ ２ は 、 プ ー リ ６ ４ を 介 し て ア ク チ ュ
エ ー タ ６ ５ に 接 続 さ れ て い る が 、 プ ー リ ６ ４ を 用 い る こ と な く 、 マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ と
ア ク チ ュ エ ー タ ６ ５ と に 直 接 接 続 し て も よ い 。
　 プ ー リ ６ ４ を 用 い る こ と に よ っ て 、 マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ の 位 置 に 関 係 な く 、 ア ク チ ュ
エ ー タ ６ ５ に 常 に 同 一 方 向 か ら 、 空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ ６ ２ １ ， ６ ２ ２ の 張 力 に 基 づ く 応
力 を 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ ６ ５ は 、 空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ ６ ２ １ ， ６ ２ ２ を 巻 き 取 る ワ イ ヤ 巻 き 取
り 部 と 、 ワ イ ヤ 巻 き 取 り 部 を 回 転 さ せ る サ ー ボ モ ー タ と 、 ワ イ ヤ 巻 き 取 り 部 の 回 転 角 を 測
定 す る ポ テ ン シ ョ メ ー タ と 、 ワ イ ヤ の 張 力 が 一 定 の 大 き さ 以 上 に な る こ と を 検 出 す る 力 セ
ン サ と か ら な り 、 空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ ６ ２ １ ， ６ ２ ２ に 常 に 一 定 の 張 力 を 与 え 、 余 分 な
空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ ６ ２ １ ， ６ ２ ２ を 巻 き 取 る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ ６ ５ で は 、 各 空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ ６ ２ １ ， ６ ２ ２ の 長 さ に よ り 、 マ ス
タ ー プ ロ ー ブ ６ １ の 位 置 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
　 マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ の 軸 部 ま た は 軸 受 け 部 の 回 転 速 度 は 、 回 転 検 出 装 置 に よ り 検 出 し
た 回 転 角 の 変 化 を 時 間 で 微 分 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。 ま た 、 軸 部 ま た は 軸 受 け 部 の 回 転
加 速 度 は 、 回 転 速 度 の 変 化 を 時 間 で 微 分 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 マ ス タ ー 機 ６ に お け る マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ の 動 き は 、 図 ４ で 説 明 し た よ う に 、 診 断 用
ロ ボ ッ ト ５ （ ス レ ー ブ 機 ） に 伝 え ら れ る 。
　 マ ス タ ー 機 ６ の マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ の 操 作 が 、 診 断 用 ロ ボ ッ ト ５ に お け る プ ロ ー ブ ６
１ の 姿 勢 と 天 地 逆 転 し て 行 わ れ る よ う に で き る 。 こ れ に よ り 、 患 者 が 医 療 用 ベ ッ ド ２ の ベ
ッ ド 床 面 ２ １ に 伏 臥 体 位 で 臥 し て い る に も か か わ ら ず 、 医 師 等 は 、 マ ス タ ー 機 ６ に お い て
マ ス タ ー プ ロ ー ブ ６ １ を 患 者 が 仰 臥 し て い る か の 如 く 操 作 す る こ と で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ に 示 し た 医 療 用 ベ ッ ド １ 、 お よ び 図 ２ に 示 し た 療 養 ベ ッ ド 、 図 ４ ， 図 ５ に 示 し た 診
断 ／ 治 療 シ ス テ ム の 全 体 ま た は ス レ ー ブ 機 を 、 車 両 （ 特 に 救 急 車 ） に 搭 載 す る こ と で 、 車
内 で の 診 断 ・ 治 療 等 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 本 発 明 で は 、 ベ ッ ド 床 下 １ ２ に 連 通 す る 孔 １ ３ （ 図 １ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） ， （ Ｃ ） 参 照
） 、 ベ ッ ド 床 下 ２ ２ に 連 通 す る 孔 ２ ３ （ 図 ２ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） 参 照 ） を 動 か す よ う に で き る
。 図 ６ に こ の よ う な 孔 の 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ で は 、 ベ ッ ド 床 面 ７ １ は 、 患 者 が 臥 し た と き に 腹 部 が あ た る 部 分 が ベ ッ ド 床 面 ７ １
の 全 幅 に わ た り 欠 落 し て い る 。 す な わ ち 、 ベ ッ ド 床 面 ７ １ は 、 頭 部 側 板 材 ７ １ １ と 、 足 部
側 板 材 ７ １ １ と の ２ つ の 板 材 か ら な る 。 そ し て 、 こ れ ら の 板 材 の 間 に 、 ベ ッ ド 床 面 ７ の 幅

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-111386 A 2007.5.10



よ り も 長 い 板 材 ７ １ ０ が 架 け 渡 さ れ て い る 。 板 材 ７ １ ０ に は 、 診 断 用 の 孔 ７ ３ が 形 成 さ れ
て い る 。 ま た 、 図 ６ の 例 で は 、 板 材 ７ １ ０ と 、 頭 部 側 板 材 ７ １ １ お よ び ／ ま た は 足 部 側 板
材 ７ １ ２ の 間 に は 隙 間 Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 板 材 ７ １ ０ は 、 も と も と 孔 が 開 い て い る の で
、 患 者 の 胴 体 部 と 接 す る 面 積 は 小 さ い 。 し た が っ て 、 患 者 へ の 少 な い 負 担 で 、 比 較 的 容 易
に 、 ベ ッ ド の 幅 方 向 お よ び 長 さ 方 向 に 動 か す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 医 療 用 ベ ッ ド の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 、 （ Ｂ ）
は 横 側 面 図 、 （ Ｃ ） は ベ ッ ド の 前 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 本 発 明 の 医 療 用 ベ ッ ド の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 、
（ Ｂ ） は 横 側 面 図 、 （ Ｃ ） は ベ ッ ド の 前 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 プ ロ ー ブ 保 持 装 置 に 用 い る ジ ン バ ル 機 構 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 診 断 用 ロ ボ ッ ト ５ と マ ス タ ー 機 と の 関 係 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に お け る マ ス タ ー 機 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ベ ッ ド 床 下 に 連 通 す る 孔 を 動 か す 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ ， ２ 　 医 療 用 ベ ッ ド
　 ５ 　 診 断 用 ロ ボ ッ ト
　 ６ 　 マ ス タ ー 機
　 １ １ ， ２ １ ， ７ １ 　 ベ ッ ド 床 面
　 １ ２ ， ２ ２ 　 ベ ッ ド 床 下
　 １ ３ ， ２ ３ ， ７ ３ 　 孔
　 １ ４ 　 ベ ッ ド 高 さ 調 節 機 構
　 ５ １ 　 プ ロ ー ブ
　 ５ ２ 　 プ ロ ー ブ 保 持 装 置
　 ５ ３ 　 ア ー ム 装 置
　 ５ ４ 　 ア ー ム 装 置 移 動 機 構
　 ５ ５ 　 ビ デ オ カ メ ラ
　 ６ １ 　 マ ス タ ー プ ロ ー ブ
　 ６ ３ 　 フ レ ー ム
　 ６ ４ 　 プ ー リ
　 ６ ５ 　 ア ク チ ュ エ ー タ
　 ５ ４ １ ． ５ ４ １ 　 ガ イ ド
　 ５ ３ １ ， ５ ３ ２ 　 ア ー ム
　 ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， ５ ０ ３ ， ５ ０ ４ 　 駆 動 装 置
　 ５ ０ ５ ， ５ ０ ６ ， ５ ０ ７ ， ５ ０ ８ 　 制 御 装 置
　 ６ ２ 1， ６ ２ ２ 　 空 間 位 置 決 定 用 ワ イ ヤ
　 ７ １ ０ 　 板 材
　 ７ １ １ 　 頭 部 側 板 材
　 ７ １ ２ 　 足 部 側 板 材
　 Ｋ 　 患 者
　 Ｂ 　 胴 体 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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